
ラ
イ
ド
シ
ェア
問
題
で
議
連
総
会

辻
元
清
美
参
議
院
議
員

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
め
ぐ
る
世
界
各
国
の
犯
罪
事
案

等
と
禁
止・規
制
事
例
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」

森
屋
隆
参
議
院
議
員

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
地
域
公
共
交
通
等
に
も
た
ら
す

影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」

参
議
院
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日
に
は
政
府
の
回
答
が
出
る
予
定
で
す
。

第81回定期大会

ライドシェア阻止　地域公共交通は我々が守る

国
交
省「
特
区
で
も
認
め
ぬ
」を
維
持

20
日
に
質
問
主
意
書
提
出

政
府
の
見
解
を
た
だ
す
！

松
永
書
記
長
が
勇
退
　
野
尻
新
書
記
長
を
選
出

全
国
の
仲
間

か
ら
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
解

禁
検
討
に
怒
り

の
声
が
湧
き
上

が
っ
て
い
る
▽

「
コ
ロ
ナ
の
時

は
、
ロ
ク
な
補
償
も
な
い
ま
ま

﹃
皆
さ
ん
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
﹄
と
持
ち
上
げ
て
お

き
、コ
ロ
ナ
が
終
わ
れ
ば
、﹃
あ

ん
た
ら
の
仕
事
な
ん
か
誰
で
も

で
き
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
良

い
﹄だ
と
。
ふ
ざ
け
る
な
っ
！
」

▽
「
人
の
命
を
預
か
る
仕
事
を

軽
く
考
え
る
な
。
壊
れ
た
も

の
は
二
度
と
元
に
は
戻
ら
な

い
！
」
▽
「
規
制
緩
和
以
来
、

苦
し
ん
で
、
よ
う
や
く
営
収
が

上
が
っ
て
き
た
の
に
ま
た
賃
金

が
下
が
る
話
だ
」▽「
タ
ク
シ
ー

不
足
と
言
う
が
、
マ
ス
コ
ミ
が

一
部
の
状
況
を
切
り
取
っ
て
い

る
」
▽
岸
田
首
相
は
国
会
の
所

信
表
明
演
説
で
「
低
物
価
・
低

賃
金
・
低
成
長
の
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
型
経
済
」
の
脱
却
を
掲
げ
つ

つ
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
検
討

す
る
」
と
語
っ
た
が
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
こ
そ
究
極
の
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
で
あ
る
。
人
件
費
や
安

全
経
費
を
切
り
捨
て
、
人
命
を

預
か
る
仕
事
に
安
か
ろ
う
悪
か

ろ
う
を
許
す
行
為
を
認
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
立
憲
民

主
党
の
田
名
部
匡
代
参
議
院
議

員
は
首
相
演
説
の
２
日
後
に
、

代
表
質
問
で
「
タ
ク
シ
ー
の

死
活
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
」

と
首
相
を
た
だ
し
た
。
今
こ

そ
正
念
場
。
阻
止
に
向
け
声

を
上
げ
よ
う　
Ｋ
・
Ｔ

　

全
自
交
労
連
は
10
月
16
、
17

日
、
静
岡
市
の
「
あ
ざ
れ
あ
」
で

第
81
回
定
期
大
会
を
開
催
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
阻
止
を
大
き
な
柱
と
す

る
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
を
確

立
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
役
員
改

選
年
に
あ
た
り
、
38
人
の
新
役
員

が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
て
い

ま
す
。12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

中
央
書
記
長
と
し
て
ハ
イ
タ
ク
労

働
者
の
待
遇
改
善
に
努
め
た
松
永

次
央
書
記
長
が
勇
退
し
、
野
尻
雅

人
書
記
次
長
が
新
書
記
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
退
任
す
る
松
永
書

記
長
に
は
来
賓
や
代
議
員
か
ら
多

く
の
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
全
自
交
労
連
を
率

い
る
溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員
長

は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に
つ
い

て
「
今
が
正
念
場
」
と
語
り
、
業

界
労
使
全
体
の
一
致
団
結
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
案
と
運
動
方
針
案
を

野
尻
書
記
次
長
が
提
案
し
、
決
算

　

立
憲
民
主
党
や
国
民
民
主
党
、

社
民
党
な
ど
超
党
派
の
議
員
が
集

う
タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
（
辻

元
清
美
会
長
）
は
10
月
27
日
に
総

会
を
開
き
、
風
雲
急
を
告
げ
る
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に
つ
い
て
、
行

政
や
業
界
労
使
の
意
見
を
聞
き
ま

し
た
。
議
員
や
秘
書
、
１
０
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

辻
元
会
長
が
「
今
年
４
月
に
、

報
告
と
予
算
案
を
水
野
潔
財
政
部

長
が
提
案
。
予
算
案
は
大
幅
な
支

出
削
減
を
前
提
と
し
た
緊
縮
予
算

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
議
案
が
満

場
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
交
省
自
動
車
局
長
は
﹃
特
区
で

も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
認
め
る
考
え

は
な
い
﹄と
国
会
で
答
弁
し
た
が
、

こ
の
考
え
を
堅
持
し
て
い
く
か
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
の
舟
本
浩
官
房

審
議
官
は
、
明
確
に
「
特
区
に
つ

い
て
も
（
認
め
な
い
）
ス
タ
ン
ス

は
変
わ
ら
な
い
」
と
回
答
。
内
閣

官
房
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議

　

主
催
地
と
な
っ
た
静
岡
ハ
イ
タ

ク
連
合
会
の
仲
間
や
、
議
長
を
務

め
た
青
島
幸
弘
代
議
員
（
静
岡
）

と
林
三
樹
郎
代
議
員
（
東
京
）
の

尽
力
に
よ
り
、
成
功
裏
に
定
期
大

会
は
幕
を
閉
じ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
代
議
員
83
人
（
う

ち
委
任
33
人
）、
中
央
委
員
54
人

（
委
任
23
人
）、
役
員
39
人
、
傍
聴

や
記
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
。
交

運
労
協
の
住
野
敏
彦
議
長
や
、
立

憲
民
主
党
の
逢
坂
誠
二
代
表
代
行

ら
多
数
の
来
賓
が
大
会
に
出
席

し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
に
向
け

た
力
強
い
言
葉
を
全
自
交
の
仲
間

に
贈
り
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
も
や
る
所

存
。
真
面
目
な
事
業
者
と
労
働
者

が
む
く
わ
れ
る
政
策
を
」
と
求
め

ま
し
た
。
交
運
労
協
の
住
野
敏
彦

義
長
は
「
働
く
者
の
生
活
を
無
視

し
て
い
る
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に

し
ま
し
た
。
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一
朗
会
長

は
「
タ
ク
シ
ー
の
規
制
を
緩
和
す

る
だ
け
で
問
題
は
解
決
す
る
」
と

訴
え
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
﹃
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
製
造
装
置
﹄。
そ
ん

な
モ
ノ
を
今
さ
ら
作
っ
て
ど
う
す

る
の
か
」
と
述
べ
ま
し
た
。

事
務
局
の
齋
藤
喬
参
事
官
も
「
国

交
省
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
考
え
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
安
全
と
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
の
待
遇
を
守
る
視
点
で
、
道

下
大
樹
、
落
合
貴
之
、
渡
辺
周
、

階
猛
、
城
井
崇
、
篠
原
孝
の
各
衆

議
院
議
員
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
溝
上

泰
央
代
表
幹
事
は
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
で
問
題
は
解
決
し
な
い
。
我
々

ハ
イ
タ
ク
労
働
者
は
国
民
の
移
動

を
担
う
使
命
と
矜
持
を
持
っ
て
、

議連総会後に行われた記者会見で、記者の質問に答える議員連盟
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質
問・意
見

　

溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員
長
は

全
自
交
労
連
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
、
大
会
開
催
地
と
な
っ
た
静

岡
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
の
尽
力
に

「
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上

げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
出
席

い
た
だ
い
た
来
賓
に
感
謝
し
、
運

動
方
針
確
立
に
向
け
た
活
発
な
議

論
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

政
府
が
解
禁
を
検
討
す
る
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
問
題
に
つ
い
て
「
事

業
者
も
労
働
者
も
、
都
市
部
も
地

方
も
関
係
な
く
、
ハ
イ
タ
ク
業
界

全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
勝
ち

目
が
な
い
」
と
危
機
感
を
あ
ら
わ

に
し
、「
全
自
交
労
連
は
、
今
が

正
念
場
で
あ
る
と
考
え
、
運
動
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
現
場

で
お
客
様
に
接
す
る
皆
様
の
対
応

が
、
一
番
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
接
客
・
接
遇
、
安
全
・
安
心

の
担
保
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

報
道
さ
れ
て
い
る
﹃
神
奈
川
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
﹄に
つ
い
て
は「
わ

け
の
わ
か
ら
な
い
提
起
。
運
行
管

理
を
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
任
せ
て

安
全
の
担
保
を
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
安
全
コ
ス
ト
は

ど
こ
が
出
す
の
か
」
と
強
く
問
題

視
し
て
い
ま
す
。

　
「﹃
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し
な

い
バ
カ
な
国
﹄
と
言
っ
た
方
が
い

ま
す
が
、
先
進
国
と
言
わ
れ
る

38
ヵ
国
中
、
30
ヵ
国
は
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
禁
止
し
て
い
る
の
が
事

実
で
す
。
逆
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
あ
る
程
度
普
及
し
て
い
る
の

は
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
で
あ
り
、

そ
の
理
由
は
、﹃
利
用
者
に
必
要

と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
き
ち
ん

と
提
供
で
き
て
い
る
タ
ク
シ
ー
が

い
な
い
﹄こ
と
に
つ
き
ま
す
」と
、

日
本
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
不
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
ら
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
「
デ
ジ
タ
ル

行
財
政
改
革
会
議
」
に
つ
い
て

「
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
誰
一

人
交
通
の
専
門
家
が
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解

禁
の
議
論
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
」
と
厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も

に
、「
日
本
維
新
の
会
が
躍
進
す

れ
ば
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ

な
が
る
の
で
、
次
の
選
挙
に
は
、

い
つ
も
以
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
世
界
の
情
勢
に
つ
い
て
触

れ
、
平
和
運
動
へ
の
参
画
を
強
調

す
る
と
と
も
に
、
秋
田
豪
雨
で
被

災
し
た
仲
間
へ
の
支
援
カ
ン
パ
の

協
力
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
退
任
す
る
松
永
次
央

書
記
長
に
対
し
「
12
年
間
に
わ

た
っ
て
、
本
当
に
長
い
間
、
重
責

を
担
っ
て
頂
い
た
こ
と
に
、
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
全
自
交
労
連
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
緊
縮

予
算
を
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
を
報
告
し
、「
全
自
交
労

連
が
持
続
可
能
な
組
織
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
の

ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の

先
頭
に
立
っ
て
け
ん

引
し
て
行
け
る
よ
う

に
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
述
べ
、

「
大
変
厳
し
い
時
代

で
す
が
、
明
る
い
未

来
に
向
け
て
、
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
に
運
動
方
針
を

提
案
し
た
野
尻
雅
人
書
記
次
長

は
「
わ
れ
わ
れ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
相
応
し
い
賃
金
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
、
新
し
い
人
材
は

入
っ
て
こ
な
い
」、「
２
０
２
４
年

問
題
は
ハ
イ
タ
ク
も
例
外
で
は
な

く
、
賃
金
を
下
げ
ず
に
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
難
し
い
課
題
が
あ

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

松
永
次
央
書
記
長
は
質
疑
に
答

え
、
継
続
的
な
運
賃
改
定
の
必
要

性
を
強
調
し
つ
つ
「
10
％
超
の
改

定
は
簡
単
で
は
な
い
」と
も
説
明
。

ま
ず
現
在
の
運
賃
改
定
に
よ
る
賃

金
改
善
を
確
実
に
勝
ち
取
る
重
要

性
を
語
り
ま
し
た
。
営
業
区
域
の

秋
田
豪
雨
災
害
へ
の

支
援
カ
ン
パ
に
対

し
、
組
合
員
を
代
表

し
て
感
謝
を
語
っ
た

秋
田
地
連
の
加
藤
直

人
委
員
長
。

富
山
地
連
の
中
島
信

二
書
記
長
は
さ
ら
な

る
運
賃
改
定
や
、「
乗

務
員
不
足
」
の
捉
え

方
に
つ
い
て
見
解
を

求
め
ま
し
た
。

石
川
ハ
イ
タ
ク
の
市

野
晃
司
委
員
長
は
松

永
書
記
長
に
感
謝
を

伝
え
、
12
月
11
日
に

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止

の
集
会
を
開
く
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。

東
京
地
連
選
出
の

堀
口
さ
と
る
中
央

委
員
は
、
タ
ク

シ
ー
不
足
対
策
と

し
て
営
業
区
域
の

見
直
し
・
統
合
を

提
案
し
ま
し
た
。

山
口
地
本
の
岸
清
隆
委

員
長
は
、
地
本
再
建
へ

の
決
意
と
松
永
書
記

長
へ
の
感
謝
を
語
り

ま
し
た
。

神
奈
川
地
連
の
佐
藤
秀

幸
副
委
員
長
は
、
全
自

交
が
提
唱
す
る
タ
ク

シ
ー
新
法
の
内
容
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

拡
大
に
つ
い
て
は
、
人
口
密
集
地

で
競
争
が
激
化
し
、
過
疎
地
で
さ

ら
に
タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る
よ
う

な
事
態
を
避
け
る
必
要
性
が
あ
る

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
ま
と
め
で
は
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

「
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
た
だ
仕
事

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
基
準
は

必
要
」と
述
べ
、日
本
の
交
通
ル
ー

ル
や
、
日
本
語
の
読
み
書
き
、
接

客
の
対
応
は
不
可
欠
と
の
考
え
を

表
明
。
ま
た
、
車
い
す
の
利
用
者

に
対
し
「
ど
う
か
精
一
杯
の
対
応

を
」
と
組
合
員
に
求
め
ま
し
た
。

溝
上
委
員
長
あ
い
さ
つ

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
は
正
念
場

ご来賓の皆様

あいさつする溝上泰央中央執行委員長

さらに中央労働金庫の小松原雅彦常務理事を
はじめ、多数のご来賓にご出席いただきました

交運労協
住野敏彦議長

質疑に答える松永次央書記長

運動方針を提案する野尻雅人書記次長

こくみん共済ＣＯＯＰ
濱田毅司常務理事

国民民主党
田中健静岡県連代表

ＩＴＦ（国際運輸労連）
浦田誠政策部長

連合本部
湯本健一総合政策財政局長

全国労働金庫協会
芦川和人常務理事

立憲民主党
逢坂誠二代表代行

東京共同法律事務所
木下徹郎弁護士

青島議長

決
算
・
予
算
提
案

水
野
潔
財
政
部
長

開
会
あ
い
さ
つ

掛
川
正
一
副
委
員
長

閉
会
あ
い
さ
つ

北
坂
隆
生
副
委
員
長

資
格
審
査
・
運
営

石
橋
剛
副
委
員
長

林議長
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各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
推
薦
に
基

づ
い
て
２
０
２
３
年
度
役
員
体
制

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
野
尻
雅
人

新
書
記
長
は「
今
後
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
阻
止
は
も
ち
ろ
ん
、
財
政
を

再
建
し
、
組
織
の
継
続
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
全
国
組
織
で
あ
る

こ
と
の
あ
り
が
た
み
は
、
私
も
Ｋ

Ｐ
Ｕ
か
ら
の
合
流
組
で
す
の
で
、

本
当
に
実
感
し
て
い
ま
す
。
地
方

の
皆
さ
ん
の
声
を
、
よ
り
、
お
聞

き
し
て
全
国
運
動
を
続
け
て
参
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
副
中
央
執
行
委
員
長

に
、
松
本
和
也
氏
（
東
京
）、
内

田
亨
氏
（
東
京
）、井
上
修
氏
（
愛

知
）
の
３
氏
が
就
任
。
常
任
中
央

執
行
委
員
に
本
田
明
広
氏
（
東

京
）、
石
橋
剛
氏
（
富
山
）、
中
央

執
行
委
員
に
本
木
弘
氏
（
東
京
）、

谷
口
雅
也
氏
（
愛
知
）
が
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員
長
は

「
私
自
身
、
２
年
間
委
員
長
を
務

め
、
よ
う
や
く
初
心
者
マ
ー
ク
が

取
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
見
て
の

通
り
、
三
役
９
名
中
４
名
が
新
人

で
す
。永
い
目
で
見
て
い
た
だ
き
、

未
来
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
、

皆
さ
ん
の
生
活
と
ハ
イ
タ
ク
産
業

の
発
展
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
新
役
員
を
代
表
し
て

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

静
岡
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
の
渡
邉
雅

孝
さ
ん
が
「
移
動
す
る
権
利
を
も
つ

全
て
の
利
用
者
の
た
め
に
、
全
て
の

働
く
者
と
家
族
の
た
め
に
、
我
々
は

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
闘
い
全
力
で
合
法

化
を
阻
止
す
る
。
そ
し
て
安
心
し
て

働
け
る
賃
金・労
働
条
件
を
獲
得
し
、

我
々
自
身
の
手
で
地
域
公
共
交
通
を

守
り
抜
く
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
大

会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
あ
い
さ
つ
す
る
静
岡
ハ
イ

タ
ク
連
合
会
の
三
役
。
西
尾
喜
久

夫
事
務
局
長
は
、「
２
０
１
３
年

６
月
に
静
岡
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
が

発
足
し
て
以
降
、
お
世
話
に
な
っ

た
松
永
書
記
長
が
退
任
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
静
岡
で
送
り

た
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
後
ろ
に
並
ぶ
の
は
右
か

ら
新
垣
賀
規
議
長
、
杉
山
直
久
副

議
長
、
木
村
仁
志
副
議
長
。

　

次
の
第
82
回
定
期
大
会
は
、

２
０
２
４
年
10
月
15
、
16
日
に
神

戸
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

第
81
回
大
会
で
大
会
旗
の
受
け

渡
し
が
行
わ
れ
、
静
岡
ハ
イ
タ
ク

連
合
会
の
新
垣
賀
規
議
長
と
西
尾

喜
久
夫
事
務
局
長
が
、
兵
庫
地
連

の
北
坂
隆
生
委
員
長
、
成
田
次
雄

書
記
長
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

退
任
あ
い
さ
つ
で
、松
永
次
央
書
記
長
は「
皆

さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
今
日
ま
で
や
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
め
ぐ
り
あ

え
た
こ
と
、
12
年
間
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
ま
す
」
と
思
い
を

述
べ
ま
し
た
。
見
須
一
隆
副
委
員
長
は
「
全
国

の
皆
さ
ま
と
触
れ
合
う
機
会
は
、
一
生
の
思
い

出
」、
森
合
剛
副
委
員
長
は
「
大
和
自
交
労
組

よ
り
、
私
の
後
任
と
な
る
内
田
さ
ん
、
そ
し
て

書
記
長
と
な
る
野
尻
さ
ん
を
、
全
国
の
皆
さ
ま

に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
、
直
井
幸

男
中
執
、靑
木
隆
行
中
執
、畠
下
幹
男
中
執
は
、

今
ま
で
の
感
謝
と
、
全
自
交
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
う
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

壇上で思い新たに　新役員が抱負

松永書記長「助けていただき感謝」

大会宣言

次
回
大
会
は
神
戸

静
岡
ハ
イ
タ
ク
の
歓
迎

渡
邉
さ
ん

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２４１号（3）２０２３年10月30日



機
関
紙
コ
ン

ライドシェア導入に待った！
交
通
の
安
全
と
労
働
を
考
え
る
市
民
会
議
　
緊
急
集
会

静
岡
ハ
イ
タ
ク
が
歓
迎
の
宴

最優秀賞は 「いしずえ」 「友報」

　
「
交
通
の
安
全
と
労
働
を
考
え

る
市
民
会
議
」
は
10
月
24
日
、
緊

急
院
内
集
会
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導

入
に
待
っ
た
！　

解
禁
論
の
問
題

を
斬
る
」
を
開
催
。
終
了
後
に
は

記
者
説
明
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
国
際
運
輸
労
連（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）

の
浦
田
誠
政
策
部
長
が
、
世
界
の

先
進
国
の
８
割
で
、
す
で
に
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
運
行
中
止
と
な
っ
て

い
る
事
実
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

タ
ク
シ
ー
の
６
倍
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

【
雇
用
・
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
】

（
１
）
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
積
極
的
に
交
渉
。
運
賃
改

定
が
実
施
さ
れ
た
地
域
で
は
、
増
収
分
を
適
切
に
労
働
者
に
配

分
す
る
よ
う
求
め
、
労
働
分
配
率
を
改
悪
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
側
の
攻
撃
を
跳
ね
返
す
。
分
配
率
を
協
議
す
る
場
合
も
、
改

定
後
の
実
績
を
検
証
し
、
春
闘
で
交
渉
す
る
こ
と
が
必
要
。

（
２
）
一
時
金
を
春
闘
時
に
年
間
協
定
し
て
い
る
職
場
は
、
確

実
な
支
給
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
年
末
一
時
金
を
交
渉
す
る
職
場

で
は
、
昨
年
や
今
夏
の
一
時
金
を
超
え
る
支
給
を
め
ざ
す
。

（
３
）
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
改
善
基
準
告
示
の
改
正
実
施
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
に
対
応
し
、
全
て
の
ハ
イ
タ
ク

職
場
で
、
法
令
違
反
と
な
る
働
き
方
を
改
め
る
。
同
時
に
、
賃

金
の
減
少
を
招
か
な
い
た
め
の
対
策
を
要
求
す
る
。あ
わ
せ
て
、

若
い
世
代
や
、
女
性
、
育
児
や
介
護
中
の
人
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
労
働
環
境
を
目
指
し
、
短
時
間
勤
務
や
変
則
的
な
勤
務
シ

フ
ト
な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方
の
検
討
を
求
め
る
。

（
４
）
職
場
施
設
の
改
善
を
要
求
す
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い

よ
う
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
、
休
憩
室
を
改
善
す
る
こ
と
や
、
老

朽
化
し
た
設
備
を
改
善
す
る
こ
と
も
重
要
。

（
５
）
健
康
診
断
の
充
実
や
福
利
厚
生
の
拡
充
、
会
社
負
担
に

よ
る
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
検
査
の
実
施

を
求
め
る
。

（
６
）
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
止
対
策
と
乗
務
員
へ

の
ケ
ア
を
求
め
る
。

（
７
）
全
て
の
職
場
と
地
域
で
最
低
賃
金
を
厳
守
さ
せ
る
。

　

ま
た
、定
年
や
雇
用
上
限
の
延
長
、同
一
労
働
・
同
一
賃
金
、

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
、
必
要
な
感
染
症
対
策
の
継
続

等
を
要
求
し
、
労
働
協
約
の
改
定
や
締
結
に
取
り
組
む
。

【
政
策
課
題
へ
の
取
り
組
み
】

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法
化
阻
止
を
最
優
先
と
す
る
▽
賃
金
改
善

が
不
十
分
な
場
合
、
さ
ら
な
る
運
賃
改
定
を
求
め
る
▽
二
種
免

許
の
取
得
費
用
や
、
採
用
経
費
の
公
的
支
援
を
求
め
る
▽
地
域

の
交
通
を
守
る
た
め
の
乗
合
や
デ
マ
ン
ド
、
定
額
制
な
ど
へ
の

取
り
組
み
を
求
め
る
。

【
闘
い
の
進
め
方
】

　

要
求
は
遅
く
と
も
11
月
中
旬
ま
で
に
提
出
し
、
12
月
上
旬
に

は
解
決
す
る
よ
う
積
極
的
に
団
体
交
渉
を
行
う
。
妥
結
状
況
等

に
つ
い
て
は
、
全
自
交
労
連
に
報
告
を
。

ス
で
は
40
倍
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

走
り
、
過
当
競
争
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
日
本

労
働
弁
護
団
の
木
下
徹
郎
常
任
幹

事
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
運
転
者
が
労

働
者
と
し
て
保
護
さ
れ
な
い
問
題

を
掘
り
下
げ
、
桜
美
林
大
学
の
戸

崎
肇
教
授
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

公
共
交
通
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
危
険
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　

現
場
の
労
働
者
を
代
表
し
日
本

交
通
横
浜
労
組
の
佐
藤
秀
幸
委
員

長
（
全
自
交
神
奈
川
地
連
副
委
員

長
）
が
発
言
。「
低
賃
金
で
長
時

間
働
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
も

担
っ
て
き
た
。
よ
う
や
く
賃
金
が

上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
﹃
タ
ク

シ
ー
不
足
な
の
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

解
禁
﹄
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に

短
絡
的
で
根
本
の
問
題
解
決
に
は

至
ら
な
い
愚
策
だ
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

タ
ク
シ
ー
に
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
」
と
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。

　

全
自
交
労
連
第
81
回
定
期
大
会

に
あ
わ
せ
、
第
51
回
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
加
盟
単
組
や
地
連
地
本
よ

り
、
26
紙
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
に
は
日
交
労
本
部
（
東
京
地

連
）
の
「
い
し
ず
え
」
と
、
神
奈

川
都
市
交
通
労
組（
神
奈
川
地
連
）

の
「
友
報
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

両
単
組
の
教
宣
担
当
者
に
溝
上
泰

央
中
央
執
行
委
員
長
が
表
彰
状
と

記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。
今
年

は
初
め
て
電
子
版
の
応
募
も
あ
り

ま
し
た
。
受
賞
作
品
は
、
佐
藤
晴

之
・
元
情
報
労
連
中
央
本
部
広
報

部
長
（
元
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

協
会
副
理
事
長
）
の
厳
正
な
審
査

に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

や
っ
と
運
賃
改
定
が
公
示
さ
れ
、
こ

れ
を
追
い
風
に
働
く
仲
間
の
賃
金
を

さ
ら
に
改
善
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
職

場
に
し
た
い
」
報
告
。
そ
し
て
「
明

日
の
第
81
回
定
期
大
会
に
お
い
て
は

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
賃
金
と
労

働
条
件
の
向
上
に
向
け
、
ま
た
ハ
イ

タ
ク
産
業
を
脅
か
す
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

解
禁
阻
止
に
向
け
、
さ
ら
に
団
結
を

深
め
る
大
会
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

本
部
の
溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員

長
は
大
会
開
催
に
向
け
た
静
岡
の
仲

間
の
尽
力
に
深
く
感
謝
。
静
岡
ハ
イ

タ
ク
で
は
西
尾
喜
久
夫
事
務
局
長
が

司
会
を
務
め
、
最
後
に
木
村
仁
志
副

議
長
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
自
交
静
岡
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
は
、

第
81
回
定
期
大
会
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
10
月
15
日
、
静
岡
市
の
静

岡
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
の
役
員
に
加
え
、
来
賓
と

し
て
、
連
合
静
岡
よ
り
中
西
清
文
会

長
、
角
山
雅
典
事
務
局
長
、
静
岡
県

交
運
労
協
よ
り
牧
田
靖
弘
議
長
、
国

民
民
主
党
よ
り
榛
葉
賀
津
也
幹
事

長
、
田
中
健
静
岡
県
連
会
長
、
静
岡

県
労
働
金
庫
よ
り
鈴
木
茂
昭
静
岡
地

域
統
括
長
が
参
加
。
静
岡
の
労
働
界

や
政
界
を
代
表
す
る
来
賓
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
静
岡

ハ
イ
タ
ク
の
新
垣
賀
規
議
長
は
、
ま

ず
静
岡
の
状
況
に
つ
い
て
「
８
月
に

☆最優秀賞（２紙）
「いしずえ」 東京・日交労働組合本部
「友　報」 神奈川・神奈川都市交通労働組合
☆特別賞（３紙）
「全自交東京」 全自交東京地方連合会
「京自労報」 東京・京王自動車労働組合本部
「千　住」 東京・日交労働組合千住支部
☆優秀賞（３紙）
「全自交関西」 全自交関西地方連合会
「いたばしの風」 東京・日交労働組合板橋支部
「中　央」 東京・日交労働組合中央支部
☆佳作（９紙）
「つばめ」 神奈川・国際自動車横浜労働組合
「前　進」 東京・大和自動車交通労働組合本部
「U-LINK」 東京・東洋交通労働組合
「みたか」 東京・日交労働組合三鷹支部
「ぎんざ」 東京・日交労働組合銀座支部
「おおみや」 埼玉・日交労働組合大宮支部
「帝労ニュース」 東京・帝都自動車交通労働組合本部
「やくしん」 東京・大日本労働組合
「躍　進」 東京・東洋交通労働組合
☆敢闘賞（５紙）
「赤羽G．com」 東京・日交労働組合赤羽支部
「全自交関西電子版」 全自交関西地方連合会
「全相労ニュース」 大阪・全相互タクシー労働組合
「羅針盤」 東京・日交労働組合八潮支部
「あかさか」 東京・日交労働組合赤坂支部
☆努力賞（４紙）
「労報　火打ち石」 大阪・大阪トンボ交通労働組合
「素敵な選タクシー」 大阪・全自交朝日自動車労働組合
「友和ニュース」 大阪・ナショナルタクシー労働組合
「全コン労」 東京・全コンドル労働組合

２
０
２
３
年　
秋
季
年
末
闘
争
方
針（
要
旨
）

ＮＨＫのカメラをはじめ、約30人の報道陣が取材。
100人以上の市民や議員が参加しました

浦田氏

佐藤氏

全国からの参加者を歓迎し、あいさつする新垣議長

日交労㊨と神奈川都市交通労組㊧に最優秀賞の賞状が授与されました

木下氏

戸崎氏
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